
※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通
算

使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬
は

農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
：
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

《
水
稲
土
壌
定
点
分
析
結
果
》

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
適
正
な
肥
培
管
理
と
良
質
米
生

産
に
向
け
て
、
管
内
66
カ
所
の
水
田
の
土
壌
分

析
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
全
地
区
で
、
ケ
イ
酸
、
酸
化
鉄
の
値
が
低
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ケ
イ
酸
お
よ
び
鉄
は
、
土
壌
改
良
資
材
の
施

用
で
補
給
で
き
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
土
壌
改
良
資

材
と
し
て
「
農
力
ア
ッ
プ(

100
㎏
／
10
ａ)

」
の

施
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
ケ
イ
酸(

茎
葉
を
強
く
す
る)

、
鉄(

根
を
保

護
す
る)

等
の
成
分
を
含
み
、
病
害
抵
抗
力
の

向
上
や
、
倒
伏
軽
減
、
登
熟
・
品
質
向
上
、
秋

落
ち
防
止
等
に
役
立
ち
ま
す
。

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

農家のための
最新情報あ
ぐ
り

　
最
前
線

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、１
月
19
日（
金
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。分
析
結
果
は
２
月
下
旬
頃
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

g

日 月 火 木 金 土水

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

28 29

2月

建国記念の日 振替休日

天皇誕生日

日 月 火 木 金 土水

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

31

1月

成人の日

元旦

　
ま
た
、
生
ワ
ラ
の
全
量
還
元
を
行
い
腐
植
の

維
持
・
改
善
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
改
善
さ
れ
る

こ
と
で
保
水
性
や
通
気
性
・
保
肥
力
が
高
ま
り

ま
す
。

　厳
寒
期
に
入
り
、
ズ
ル
ケ
菌
核
病
の
発
生
が

増
加
す
る
の
で
、
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
１
月
上
旬
　※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
③

･
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ(

顆)

2000
倍
〔
３
日
／
３

回
〕

▽
１
月
下
旬
　※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
①

･
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

･
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

●
病
害
虫
防
除

◎
組
織
内
べ
と
病

　
茎
の
内
部
が
黒
茶
色
に
な
る
症
状
で
、
風
雨

な
ど
で
、
葉
の
気
孔
や
傷
口
か
ら
侵
入
し
発
病

し
ま
す
。
べ
と
病
の
病
原
菌
は
糸
状
菌(

カ
ビ)

で
す
。

　
葉
裏
の
べ
と
病
菌
の
胞
子
は
、
花
蕾
に
雨
や

露
が
あ
る
と
、
そ
こ
に
菌
が
つ
い
て
花
蕾
や
茎

の
組
織
内
に
侵
入
し
ま
す
。

　
発
生
は
、
春
と
秋
の
気
温
が
低
い
と
き(

７

〜
13
℃)

に
、
降
雨
が
続
く
と
多
く
な
り
ま
す
。

昼
夜
の
気
温
差
が
大
き
い
と
き
に
結
露
を
生

じ
る
と
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
密
植
に
よ
り
通

気
性
が
悪
い
と
、
多
湿
条
件
に
な
り
広
が
り
ま

す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
予
防
的
に
薬
剤
を
散
布
し

ま
す
。
葉
が
６
〜
７
枚
程
度
の
と
き
に
１
回

目
、
花
蕾
が
で
き
る
前
に
２
回
目
の
防
除
を
し

て
、
徹
底
防
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

･
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

･
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

　
発
生
が
見
ら
れ
た
ら
被
害
株
や
発
病
葉
な
ど

は
取
り
除
い
て
圃
場
外
に
持
ち
出
し
ま
し
ょ

う
。

　
促
成
栽
培
で
は
種
イ
モ
の
植
え
付
け
時
期
を

迎
え
、
今
後
６
カ
月
間
の
肥
培
管
理
が
始
ま
り

ま
す
。

●
定
植

　
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
根
茎
腐
敗
病
が
最
も
恐

ろ
し
い
病
気
の
１
つ
で
あ
り
、
種
イ
モ
か
ら
の

一
次
伝
染
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
無
病
の

種
イ
モ
選
定
に
は
気
を
使
い
ま
す
が
、
シ
ョ
ウ

ガ
栽
培
の
基
本
で
す
。
十
分
心
掛
け
て
、
慎
重

に
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。
腐
り
、
変
色
し
た
も

の
は
病
原
菌
を
保
菌
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
必
ず
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
熟

で
肥
大
の
不
充
分
な
種
イ
モ
は
発
芽
能
力
が
半

減
す
る
の
で
、
充
実
し
た
も
の
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
小
割
作
業
は
で
き
る
限
り
暖
か
い
場
所
で
、

よ
く
芽
を
確
か
め
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
貯
蔵
庫
か
ら
取
り
出
し
た
種
イ
モ
は
、
で
き

る
限
り
そ
の
日
に
植
え
付
け
る
よ
う
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ョ
ウ
ガ
は
地
温
が
15
℃
以
上
に
な
る
と
発

芽
し
、
生
育
が
始
ま
り
ま
す
。
植
え
付
け
時
期

は
最
低
地
温
15
℃
以
上
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
、
内
張
り
カ
ー
テ
ン
や
保
温
カ
ー
テ
ン
、
ビ

ニ
ー
ル
マ
ル
チ
等
を
利
用
し
、
地
温
が
下
が
ら

な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
中
暖
房
で
保
温
す
る
場
合
は
、
生
育
初
期

に
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
雑
草
が
発
生
す
る
場
合
は
、
植
え
付
け
直
後

に
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド(

粒)

2.5(

６
㎏
／
10
ａ)

を
全
面
土
壌
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
注
意
点

①
定
植
面
積
に
応
じ
た
収
穫
時
期
を
生
産
者
で

判
断
し
て
、
収
穫
ま
で
に
180
日
を
超
え
な
い

よ
う
に
定
植
し
て
く
だ
さ
い
。

②
誰
が
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
ハ
ウ
ス
の
つ
ま

面(

戸)

の
所
に
油
性
の
黒
マ
ジ
ッ
ク
等
で
定

植
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い(

定
植
後
す
ぐ

に
記
入)

。

③
圃
場
別
作
型
表
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
半
促
成
栽
培
の
シ
シ
ト
ウ
で
は
、
11
月
上
旬

に
播
種
し
た
シ
シ
ト
ウ
が
大
き
く
生
育
し
、
定

植
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

●
灌
水

　
定
植
の
２
〜
３
日
前
よ
り
あ
ら
か
じ
め
十
分

に
土
壌
を
湿
ら
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
定
植

後
す
ぐ
の
灌
水
は
地
温
を
低
下
さ
せ
、
土
壌
が

乾
燥
し
す
ぎ
て
い
る
と
、
定
植
後
灌
水
し
て
も

十
分
に
鉢
底
ま
で
湿
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
、
根
傷

み
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
植

　
加
温
施
設
が
あ
る
場
合
は
、
定
植
前
に
夜
間

暖
房
を
開
始
し
、
施
設
の
な
い
場
合
は
定
植
の

４
〜
５
日
前
に
ポ
リ
マ
ル
チ
な
ど
を
張
っ
て
、

地
温
の
上
昇
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除
（
定
植
作
業
時
）

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

･
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
１(

粒)

　
１
〜
２
ｇ
／
株

〔
定
植
時
／
１
回
〕（
植
穴
又
は
株
元
土
壌
混
和
）

　
加
温
栽
培
の
ピ
ー
マ
ン
苗
は
株
間
を
広
げ
、

隣
の
葉
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
温
度

管
理
は
昼
25
〜
27
℃
、
夜
間
20
℃
前
後
に
し
ま
す
。

　
無
加
温
の
苗
は
鉢
上
げ
が
終
わ
り
、
本
格
的

な
育
苗
期
で
す
。
水
分
補
給
や
温
度
管
理
に
十

分
注
意
し
、
健
全
な
苗
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
元

肥
に
つ
い
て
は
、
特
に
遅
く
ま
で
収
穫
を
続
け

た
ハ
ウ
ス
で
肥
料
が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
塩
類
濃
度
を
調
べ
、
適
正
な
施
肥
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
う
ど
ん
こ
病
・
斑
点
病

　
近
年
、
発
生
時
期
が
早
期
化
し
て
い
ま
す
。

多
発
す
る
と
落
葉
に
よ
る
生
育
不
良
や
減
収
に

つ
な
が
る
の
で
、
予
防
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
防

･
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

近
年
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ･

ダ
ニ
類
が
発
生
し

て
い
る
園
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
こ
の
時
期
の
越
冬
病
害
虫
の
防
除
が
重
要

で
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
・
ダ
ニ
類

　
強
い
寒
波
が
来
る
頃(

１
月
中
旬)

ま
で
に
、

暖
か
い
日
を
選
ん
で
、
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル

(

60
倍)

で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
剤
は
、
油

膜
で
窒
息
死
さ
せ
る
剤
で
す
の
で
、
葉
裏
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
幹
か
ら
し
た
た
り
流
れ
る
ほ

ど
丁
寧
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
ミ
カ

ン
の
収
穫
終
了
７
〜
10
日
後
の
樹
勢
が
回
復
し

て
か
ら
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
時
期
に
散
布
で
き
な
い
場
合
は
、
発
芽

前
の
３
月
に
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル(

80
倍)

を
散

布
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
中
晩
柑
な
ど
で
か
い

よ
う
病
の
防
除
と
し
て
ボ
ル
ド
ー
液
を
散
布
す

る
園
で
は
、
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
と
の
散
布
間

隔
が
１
カ
月
以
上
必
要
で
す
。
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
黒
点
病

　
間
伐
、
整
枝
、
剪
定
を
徹
底
し
、
園
内
や
樹

冠
内
部
へ
の
採
光
、
通
風
を
良
く
し
ま
し
ょ

う
。
伝
染
源
と
な
る
枯
れ
枝
、
剪
定
枝
は
園
内

や
園
周
辺
か
ら
持
ち
出
し
、
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

0809
1月のアナタの運勢

～モナ・カサンドラ～

水
　
稲

令和5年度　水稲土壌定点分析結果

基準値：6.0 ～ 6.8pH

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

リン酸 基準値：10～80㎎ ／ 100ｇ

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

苦土 基準値：20～50㎎ ／ 100ｇ

0 20 40 60 80 100

基準値：3.0 ～ 3.5%腐植

石灰 基準値：150～250㎎ ／ 100ｇ

カリ 基準値：15～60㎎ ／ 100ｇ

酸化鉄 基準値：1.5㎎以上 ／ 100ｇ

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100

低い 
78.8%

少ない 
25.8%

適正
56.1%

適正
84.8%

適正
21.2%

適正
92.5%

多い 4.5% 多い 3.0%

適正 13.6%

適正
31.8％

少ない 
65.2%

少ない 
24.2%

少ない 
86.4%

少ない 
68.2%

適正
31.8％

多い
19.7%

適正 
42.4%

多い 
31.8%

多い 15.2%

少ない 3.0%

キ
ャ
ベ
ツ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

新
シ
ョ
ウ
ガ

シ
シ
ト
ウ

ピ
ー
マ
ン

ミ
カ
ン

ケイ酸 基準値：15㎎以上 ／100ｇ



●
収
穫

　

※

中
晩
柑
類

　
樹
上
で
十
分
に
着
色
し
熟
期
に
達
し
た
果
実

か
ら
収
穫
し
、予
措
・
貯
蔵
し
ま
す
。
不
知
火
は
、

完
全
に
着
色
し
熟
期
を
迎
え
た
も
の
か
ら
収
穫

し
ま
す
が
、
着
果
の
部
位
に
よ
っ
て
酸
の
バ
ラ

ツ
キ
が
で
ま
す
。
外
な
り
果
は
減
酸
が
早
く
、

内
な
り
果
は
酸
高
や
着
色
も
悪
い
の
で
、
収
穫

作
業
は
外
な
り
果
か
ら
始
め
、
内
な
り
果
は
遅

ら
せ
て
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

風
当
た
り
の
強
い
園
地
で
は
防
風
対
策
を
積

極
的
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
防
風
対
策
に
は
、
防
風
樹
の
植
栽
や
防
風

ネ
ッ
ト
の
設
置
が
有
効
で
す
。
強
風
を
防
ぐ
目

的
は
、
開
花
期
の
ミ
ツ
バ
チ
の
受
粉
効
率
を
あ

げ
る
た
め
で
す
。
風
が
強
い
と
ミ
ツ
バ
チ
の
活

動
範
囲
が
狭
ま
り
、
ウ
メ
の
花
に
十
分
な
受
粉

が
行
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
３
月
以
降
、
風
当
た
り
の
強
い
園
地

で
は
、
か
い
よ
う
病
の
発
生
が
多
く
、
そ
の
発

生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
し
く
植
え
た
小
木
の
倒
伏
や
、
枝
の
先
端
が

折
れ
て
し
ま
う
の
を
防
止
す
る
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

土
づ
く
り
は
十
分
に
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
モ
モ
の
樹
は
、
他
の
果
樹
に
比
べ
て
生
育
が

早
く
、
結
果
期
に
入
る
の
が
早
い
半
面
、
樹
が

弱
り
生
産
性
が
低
下
す
る
の
も
早
い
で
す
。
そ

の
た
め
、
土
壌
条
件
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
高

品
質
果
実
を
安
定
し
て
収
穫
で
き
る
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
モ
モ
の
樹
は
、
根
が
浅
く
、
養
分
や
水
分
の

過
不
足
に
敏
感
に
反
応
し
ま
す
。
土
壌
が
硬
く

な
る
と
通
気
性
や
排
水
性
が
悪
く
な
り
、
根
の

伸
長
が
妨
げ
ら
れ
る
の
で
、
養
分
・
水
分
が
土

壌
中
に
あ
っ
て
も
吸
収
で
き
ず
に
樹
勢
が
低
下

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
モ
モ
は
耐
水

性
が
弱
い
の
で
、
湿
害
な
ど
に
よ
っ
て
樹
勢
低

下
が
起
こ
り
や
す
い
で
す
。
土
が
硬
化
し
て
い

る
園
地
で
は
、
堆
肥
を
施
用
す
る
こ
と
で
改
善

し
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
土
づ
く
り
や
寒
害
対
策
作
業
を
行
い

ま
す
。

　
樹
勢
が
低
下
し
て
い
る
園
地
で
は
、
完
熟
堆

肥(

2000
㎏
／
10
ａ)
ま
た
は
、
新
ふ
り
か
け
堆

肥
ｅ
ｃ
ｏ(

200
㎏
／
10
ａ)
を
施
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
イ
チ
ジ
ク
は
中
性
に
近
い
ア
ル
カ
リ
性
の
土

壌
を
好
む
の
で
、
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン(

120
㎏

／
10
ａ)

を
施
用
し
土
壌
改
良
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
・
ダ
ニ
類
の
発
生
が
見
ら
れ

た
園
地
で
は
、石
灰
硫
黄
合
剤
10
倍(

発
芽
前)

に
展
着
剤 (

ネ
オ
エ
ス
テ
リ
ン
5000
倍) 

を
過
用

し
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
寒
害
対
策
は
、
若
木
が
中
心
の
園
地
や
寒
害

が
懸
念
さ
れ
る
園
地
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
主
枝

に
ワ
ラ
を
巻
き
つ
け
、
被
害
が
特
に
心
配
さ
れ

る
園
で
は
ワ
ラ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
資
材
を
巻

き
つ
け
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
耐
寒
性
を
高

め
、
主
枝
上
部
の
樹
皮
の
め
く
れ
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

樹
勢
を
長
く
健
全
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、

整
枝
・
剪
定
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
整
枝
・
剪
定
は
、
収
量
、
果
実
品
質
に
直
接

影
響
し
、
そ
の
園
地
の
栽
培
体
系
を
決
定
す
る

重
要
な
作
業
で
す
。「
切
り
返
し
剪
定
」
は
樹

勢
を
強
め
、「
間
引
き
剪
定
」
は
樹
勢
を
落
ち

着
か
せ
る
役
目
が
あ
り
ま
す
。
休
眠
期
の
作
業

と
し
て
、
適
切
な
整
枝
・
剪
定
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
近
年
、
炭
そ
病
が
多
発
し
て
い
る
園
地
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
徒
長
枝
や
風
通
し
の
悪
い

密
植
園
で
発
生
が
助
長
さ
れ
る
為
、
来
年
度
の

対
策
と
し
て
、
感
染
枝
の
除
去
や
間
伐
、
園
地

内
の
落
葉
・
果
実
の
掃
除
を
行
い
園
地
外
に
持

ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

剪
定
の
進
め
方

①
太
い
不
要
な
枝
を
除
き
ま
す
。

②
亜
主
枝
と
側
枝
は
、
枝
の
先
端
か
ら
三
角
形

を
描
く
よ
う
に
切
除
し
ま
す
。

③
上
下
が
重
な
る
よ
う
な
枝
は
、
下
を
優
先
し

て
残
し
ま
す
。

④
内
向
枝
、
交
差
枝
は
迷
わ
ず
切
除
し
ま
す
。

⑤
直
上
枝
は
更
新
す
る
と
き
以
外
は
切
除
し
ま

す
。

⑥
競
争
相
手
と
な
る
枝
は
、
切
除
し
ま
す
。

⑦
更
新
以
外
は
、
側
枝
は
間
引
き
剪
定
と
し
ま

す
。

⑧
小
枝
は
剪
定
し
ま
せ
ん
。

⑨
枯
れ
枝
は
切
除
し
ま
す
。

日　　時

場　　所

申込期間

申 込 先

相談受付内容令和6年２月18日（日）10：00～15：00
※新規就農セミナーは11：00～12：00、13:00～14:00

和歌山県ＪＡビル２階和ホールＡＢＣ（和歌山市美園町５-１-１）
※新規就農セミナーは和ホールＣ

令和6年１月9日(火)～２月12日(月)

郵　送
〒６４４-００２４　御坊市塩屋町南塩屋７２４

ＦＡＸ
０７３８‒23‒３４８９

Ｅメール
e0716011@pref.wakayama.lg.jp

●就農相談（研修、資金、農地、雇用就農等）
●農林大学校進学相談　●移住相談
●各市町の支援や受け入れについて　など

直接のお申込みはこちらから

就農相談フェア就農相談フェアUIターン 就農相談フェア就農相談フェア就農相談フェア
開催のお知らせ開催のお知らせ

【お問い合わせ先】
県就農支援センター　
☎：０７３８‒23‒３４８８

ＨＰ

in 和歌山

　県内での就農に関するご相談をお受けします。先輩就農者による「新規就農セミナー」も開催します。本フェアは事前予約を優先したうえで、
当日参加も受け付けます。ご予約は二次元コードから直接、またはＨＰから所定の様式をダウンロードしていただき、下記までお申込みください。

西ブロック
支店 対象地区 開催場所 日時

木ノ本西・古屋・榎原・加太 かせい支店 1月17日 （水） 13:30

木ノ本東 浄福寺集会場 1月17日 （水） 19:00

野崎湊 西部営農センター 1月10日 （水） 13:30

楠見・楠見南部 きのかわ支店 1月12日 （金） 13:30

貴志 貴志連絡所 1月16日 （火） 13:30

梅原 梅原自治会館 1月19日 （金） 13:30

西ブロック全域 西部営農センター 1月13日 （土） 13:30

かせい

中央ブロック
支店 対象地区 開催場所 日時

松島 松島集会場 1月17日 （水） 13:30

四ケ郷中之島全域 四ケ郷中之島支店 1月18日 （木） 13:30

新田 薬師寺 1月19日 （金） 13:30

中央営農センター 1月12日 （金） 18:00

津秦 津秦自治会館 1月15日 （月） 13:30

鳴神南 鳴神南会館 1月15日 （月） 18:00

有家 有家地区集会所 1月15日 （月） 18:00

岩橋出島 岩橋出島自治会館 1月16日 （火） 18:00

四ケ郷中之島

ひがし

北ブロック
支店 対象地区 開催場所 日時

有功地区 六十谷支店 1月12日 （金） 13:30

直川地区 六十谷支店 1月15日 （月） 13:30

西田井 西田井自治会館 1月9日 （火） 13:30

府中 北部営農センター 1月9日 （火） 13:30

北 北自治会館 1月9日 （火） 15:30

黒岩・八幡・今滝 黒岩自治会館 1月10日 （水） 10:00

上野北 上野北自治会館 1月10日 （水） 13:30

北野・西上野 北野自治会館 1月10日 （水） 13:30

上野南 上野自治会館 1月10日 （水） 18:30

中洲・小豆島 小豆島自治会館 1月10日 （水） 18:30

弘西東 弘西会館 1月11日 （木） 10:00

弘西西・橘谷・田屋 北部営農センター 1月11日 （木） 13:30

楠本 楠本自治会館 1月12日 （金） 18:30

神波 神波自治会館 1月12日 （金） 18:30

川辺 川辺自治会館 1月15日 （月） 18:30

北永穂 北永穂自治会館 1月15日 （月） 18:30

西永穂 西永穂自治会館 1月15日 （月） 18:30

南永穂 南永穂自治会館 1月15日 （月） 18:30

谷1 谷1自治会館 1月16日 （火） 13:30

山口西下 山口会館 1月16日 （火） 13:30

平岡上 平岡上自治会館 1月16日 （火） 18:30

藤田 藤田自治会館 1月16日 （火） 18:30

湯屋谷 湯屋谷自治会館 1月16日 （火） 18:30

山口西 山口西自治会館 1月16日 （火） 13:30

かわなべ支店 1月17日 （水） 13:30

上黒谷 上黒谷自治会館 1月17日 （水） 18:30

中筋 中筋自治会館 1月17日 （水） 18:30

日延 日延自治会館 1月17日 （水） 18:30

北ブロック全域 北部営農センター 1月14日 （日） 13:30

六十谷

紀伊

かわなべ

北ブロック

支店 対象地区 開催場所 日時
栗栖出島 出島地区会館 1月16日 （火） 18:00

八軒家 八軒家自治会館 1月16日 （火） 18:00

宇田・北東・西垣内・小路・高柳 中央営農センター 1月17日 （水） 18:00

西栗栖 西栗栖自治会館 1月17日 （水） 18:00

馬場栗栖 馬場栗栖自治会館 1月17日 （水） 18:00

鳴神 鳴神会館 1月18日 （木） 19:00

吐前 吐前自治会館 1月9日 （火） 15:00

上三毛 上三毛自治会館 1月9日 （火） 18:30

高積全域 高積支店 1月9日 （火） 18:30

和佐中 和佐中自治会館 1月9日 （火） 18:30

千旦 千旦自治会館 1月10日 （水） 15:00

上新出 上新出自治会館 1月10日 （水） 18:30

禰宜 禰宜自治会館 1月10日 （水） 18:30

東田中 東田中自治会館 1月10日 （水） 18:30

下三毛 下三毛自治会館 1月11日 （木） 15:00

井ノ口 井ノ口自治会館 1月11日 （木） 18:30

和佐関戸 和佐関戸南自治会館 1月11日 （木） 18:30

下和佐 下和佐自治会館 1月11日 （木） 18:30

高積全域 高積支店 1月12日 （金） 15:00

畑 畑自治会館 1月12日 （金） 15:00

中央ブロック全域 中央営農センター 1月14日 （日） 13:30

ひがし

高積

中央ブロック

南ブロック
支店 対象地区 開催場所 日時

坂田・田尻 和田川支店 1月17日 （水） 13:30

和田 和田公民館 1月18日 （木） 13:30

紀三井寺・布引 南部営農センター 1月15日 （月） 13:30

内原 内原自治会館 1月15日 （月） 19:00

中島 中島自治会館 1月10日 （水） 13:30

新中島 新中島自治会館 1月11日 （木） 19:00

南出島・手平出島・小雑賀 宮前支店 1月15日 （月） 19:00

杭ノ瀬 杭ノ瀬自治会館 1月17日 （水） 19:00

和田川

名草

宮前

東ブロック
支店 対象地区 開催場所 日時

井辺 井辺公民館 1月5日 （金） 18:00

境原 境原地区会館 1月9日 （火） 13:30

広原 広原公民館 1月9日 （火） 18:00

神前 神前公民館 1月10日 （水） 18:00

本渡東 本渡東自治会館 1月12日 （金） 18:00

東山東地区 東部営農センター 1月22日 （月） 13:30

西山東地区 東部営農センター 1月22日 （月） 18:00

東ブロック全域 東部営農センター 1月14日 （日） 13:30

東部

東ブロック

かほく

きのかわ

西ブロック

太田・黒田・秋月・北出島・納定・
出水・加納・その他

島・宇田森・落合・北別所・
平岡下・里・谷2

水稲・果樹栽培集落別説明会を下記の日程で開催いたしますので、ぜひご参加ください。

令和６年産　水稲・果樹栽培集落別説明会　開催日程一覧

中央ブロック

1011 ●エリンギ
●活気があります。華やかなことにツキがあるので遊びに行く計画を立てて。作業はスピードより正確さ重視で。

幸運を呼ぶ食べ物●脳トレがお勧め。パズルや手の運動で脳を刺激して。
牡牛座
4/20～5/20 健康運

全体運
●シュンギク

●ピンチが接近中です。警戒を怠らないで。いつもより慎重に行動することで危険を減らせます。下旬からは上昇運。
幸運を呼ぶ食べ物●体を冷やさないように。特に腰はしっかりケアを。

牡羊座
3/21～4/19 健康運

全体運

ウ
メ

モ
モ

イ
チ
ジ
ク

カ
キ



食
農
ク
イ
ズ
!!

Ａ
１
　
②

　
す
ず
し
ろ
は
ダ
イ
コ
ン
の
別
称
で
、
漢
字
で
蘿
蔔
、
清
白
と

も
書
き
ま
す
。
七
草
は
一
般
的
に
（
せ
り
・
な
ず
な
・
ご
ぎ
ょ
う
・

は
こ
べ
ら
・
ほ
と
け
の
ざ
・
す
ず
な
・
す
ず
し
ろ
）
を
指
し
、

七
草
粥
は
年
末
年
始
に
ご
ち
そ
う
を
食
べ
た
胃
を
休
ま
せ
る
た

め
、
１
年
間
の
無
病
息
災
を
願
う
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
２
　
①

常
温
で
１
日
〜
２
日
、
冷
蔵
で
１
週
間
程
度
、
冷
凍
だ
と
１

カ
月
程
度
の
長
期
保
存
が
可
能
で
す
。
保
存
の
際
、
水
洗
い
を

し
て
し
ま
う
と
痛
む
の
で
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
汚
れ
を

落
と
す
と
良
い
で
す
。
松
茸
は
鮮
度
が
命
。
早
め
に
食
べ
る
の

が
お
ス
ス
メ
で
す
。

Ａ
３
　
②

日
本
原
産
で
万
葉
集
に
も
出
る
ほ
ど
古
く
か
ら
食
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
水
田
や
畔
道
な
ど
で
競
い
合
う
よ
う
に
密
集
し
て
生

え
る
こ
と
か
ら「
セ
リ
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

葉
・
茎
・
根
と
全
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
山
菜
で
、
春
の
七

草
の
一つ
で
す
。

Ａ
４
　
①

「
リ
ン
ゴ
の
味
を
し
た
松
ぼ
っ
く
り
に
似
て
い
る
果
実
」
で
パ

イ
ン
ア
ッ
プ
ル
↓
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
パ
イ
ン
と
言
え
ば
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
で
す
が
、
海

外
で
は
松
の
木
か
ら
作
る
木
材
を
パ
イ
ン
材
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

Ａ
５
　
③

レ
ン
コ
ン
は
た
く
さ
ん
の
穴
が
あ
り
、
先
を
見
通
せ
る
こ
と

か
ら
「
未
来
の
見
通
し
が
良
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

紅
白
な
ま
す
は
水
引
の
よ
う
な
色
合
い
で
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
、

エ
ビ
は
ひ
げ
が
長
く
背
中
が
丸
い
こ
と
か
ら
長
寿
、
脱
皮
し
て

成
長
す
る
こ
と
か
ら
出
世
を
願
う
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

解
　答

Q2
松
茸
は
常
温
で
ど
の
く
ら
い
保
存
で
き
る
？

①
１
日
〜
２
日

②
３
日
〜
４
日

③
７
日
〜
８
日

Q5
お
せ
ち
料
理
の
食
材
で

未
来
の
見
通
し
が
良
く
な
る

意
味
を
持
つ
の
は
？

①
紅
白
な
ま
す

②
エ
ビ

③
レ
ン
コ
ン

Q1
七
草
粥
で
使
う
野
菜
の
一
つ
、

ダ
イ
コ
ン
の
葉
の
名
前
は
？

①
す
ず
な

②
す
ず
し
ろ

③
せ
り

Q3
こ
の
花
は
何
の
花
？

①
ダ
イ
コ
ン

②
セ
リ

③
コ
マ
ツ
ナ

①
松

②
竹

③
梅

①
松

Q4
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
名
前
の

由
来
と
な
っ
た
植
物
は
？

こ
れ
知
っ
て
る
？

園主さんから教わりながら、美味しい野菜を育ててみませんか？肥料、苗、農機具などは全て用意するので、
手ぶらで楽しめます。週末菜園から子どもの農業体験まで、幅広くご利用できます。

現在募集している体験農園一覧

お問い合わせは　営農生活部　☎４７３－９４０２　まで

都市農業振興のための講演会 ～都市農業の可能性を探る～

「白石農園の多様な取り組み」
      　 東京都練馬区「白石農園」　白石 秀徳氏

営農生活部
☎ 473‒9402
ＦＡＸ：４７３‒８７８２
Email：einou@wky.jawink.ne.jp

令和6年２月6日火 14：00～ 15：30
ＪＡわかやま中央営農センター２階（和歌山市栗栖６６０‒１）
都市農業・農業体験農園に関心のある方
30人（先着順・事前申込必要）　　　　　　　無料

日　　時

場　　所

参加対象

定　　員 参 加 費

お問い合わせ先

白石 秀徳氏

※終了後、講師との対話、質疑応答時間を設けます。
▲昨年の様子　講師：東京都練馬区「井頭体験農園」園主　加藤　義貴氏

▲和歌山市「太田ファーム」夏野菜栽培講習会

園主さんから教わりながら、美味しい野菜を育ててみませんか？肥料、苗、農機具などは全て用意するので、

農業体験農園利用者
園主さんから教わりながら、美味しい野菜を育ててみませんか？肥料、苗、農機具などは全て用意するので、園主さんから教わりながら、美味しい野菜を育ててみませんか？肥料、苗、農機具などは全て用意するので、

農業体験農園利用者農業体験農園利用者農業体験農園利用者募集中！

54,700円（税込）／１区画
3月～翌年1月

年間利用料

利用期間
20区画／1区画あたり15㎡広さ

和歌山電鉄「神前駅」徒歩15分／駐車場有アクセス

園主 ： 宇田洋孝さん　令和６年３月開園！
BeeParkつわだ

和歌山市津秦２１９

49,300円（税込）／１区画
9月～翌年7月

年間利用料

利用期間
42区画／1区画あたり20㎡広さ

ＪＲ「宮前駅」徒歩14分／駐車場有アクセス

園主 ： 太田政文さん
太田ファーム
和歌山市新中島５８－１

49,300円（税込）／１区画
3月～翌年1月

年間利用料

利用期間
35区画／1区画あたり20㎡広さ

南海電鉄「和歌山大学前駅」車10分／駐車場有アクセス

園主 ： 貴志正幸さん
梅原ファーム
和歌山市梅原３０８

27,400円（税込）／１区画
3月～7月または9月～翌年1月

年間利用料

利用期間
30区画／1区画あたり20㎡広さ

ＪＲ「宮前駅」徒歩14分／駐車場有アクセス

園主 ： 西野孝典さん
農業公園ふくろう
和歌山市中島４９８－４

27,400円（税込）／１区画
9月～翌年1月

年間利用料

利用期間
20区画／1区画あたり20㎡広さ

ＪＲ「宮前駅」車15分／駐車場有アクセス

園主 ： 西野孝典さん　令和６年秋開園予定！
農業公園ふくろう２

和歌山市西浜地区

1213 ●ハクサイ
●吉凶混合ながら華やかな運気。気持ちを上手に切り替えポジティブ思考でいきましょう。吉運が強まります。

幸運を呼ぶ食べ物●慌ててけがなどをしないように。浴室は暖めて。
蟹 座
6/22～7/22 健康運

全体運
●サツマイモ

●一進一退のままならない運気。急がずいつものペースを保つよう心がけましょう。下旬は作業も予定も挽回可能です。
幸運を呼ぶ食べ物●寒さ対策を入念に。あったかインナーは特に◎。

双子座
5/21～6/21 健康運

全体運
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